
令和 6年度
森のせんせい養成講座
令和6年度

みえ森林教育講座

■受講をお勧めする方　・森林や木、木材に関心がある方　・森林に関わる活動に興味がある方
　　　　　　　　　　　・保育士、幼稚園教諭、これから保育士などをめざす方　　 　

日時：令和 7年2月 16 日（日）  13:30 ～ 16:00

場所：三重ぴよクエの森（三重県民の森）ふれあいの館
　　　工作室および  みえ森林教育ステーション　
　　　（三重郡菰野町千草 7181-3）
講師：栗山 順子氏（ いなべ市 健康こども部保育課／
　　　　　　　　　　　　　元 いなべ市立笠間保育園園長 ）

［木育入門］

この講座は「みえ森と緑の県民税」を活用して実施しています。

受講
無料

定員
20名

　いなべ市で木造の保育施設の建設に企画段階から携わった栗山先生を講師に招き、当時
の経緯や実際に使って保育士が感じたこと、園児たちの変化、地域の変化についての話を
伺い、木育について理解を深め、木育の魅力について考えます。
　講義の後に、三重県民の森スタッフの解説で、栗山先生と一緒にみえ森林教育ステーショ
ンの見学も行います。

主催：三重県　　運営：みえ森づくりサポートセンター　

※1 「みえ森林教育」とは、森林と私たちの暮らし、経済がともに持続可能で豊かな社会を作っていくために、子どもから大人まで、
　　三重県で暮らす誰もが、森林や木、木材に親しみ、自ら考え、判断して行動できる人（みえの森びと）に育つことを促す教育活動。

県民税 PR動画
本事業は三重県から公益社団法人三重県緑化推進協会が受託し運営するものです。

県土の約64％を森林が占める三重県では、森林と私たちの暮らしや経済がともに持続可能で豊かな社会

を作っていくために、「みえ森林教育」の取組を進めています。その取組をさらに広げるためには、森

林の多面的機能を正しく理解し、森林や木、木材と私たちのくらしや社会がどのような関わりがあるの

かを知ることが不可欠です。できるだけ多くの県民の皆さんと一緒に、私たちと森林の関係を見つめ直

す場として「みえ森林教育講座」を開講します。

（※１）

講演テーマ：木造の保育園舎に込めた思い



お申込み

お問い合わせ

FAX : 059-261-4153申込先 mail : miemori_oubo@zc.ztv.ne.jp
申込締切　令和 7年 2月 5日（水）17:00 まで
　　　　　　　　　　　　　　　　※申込人数が定員に達した場合は、申込を早期に締め切る場合があります。

森林や木、木材について関心のある 18 歳以上の方を対象とします

●当センターホームページの講座申込フォーム（右のQRコード）、
　或いは、下記申込書にご記入の上、FAX またはメール、　郵送で
　お申し込みください。

名前
フリガナ

住所
〒

TEL FAX

e-mail

年齢

所属

申込書

問い：講座内容として、どのような話題を期待して参加されますか。ご自由にお書きください。

　申込書に記載いただいた個人情報は、三重県個人情報の保護に関する法律施行条例に基づき適切に管理し、本講座の運営や当センター
　他講座やイベントの案内以外の目的に使用することはありません。

※自然災害などが発生した場合、講座が中止となることがあります。

（お申込後にこちらから受付のご連絡をします。一週間経っても連絡が届かない場合は、
  お手数ですが当センターまでご連絡ください。）

今後の情報案内
 （R8.3.31 まで）

□希望する   ・   □希望しない
該当項目に✓を入れてください。

みえ森づくりサポートセンター（運営受託者 公益社団法人三重県緑化推進協会）　
　　　　　担当：北野、坂上　  TEL　059-261-1223（平日 8:30 ～ 17:15）　FAX　059-261-4153
　　〒515-2602  三重県津市白山町二本木 3769‐1  三重県林業研究所交流館内
Web : http://www.zb.ztv.ne.jp/miemorisc/　
Facebook：https://www.facebook.com/miemoridukuri/
Instagram：https://www.instagram.com/miemoridukuri/

講座申込フォーム

～ 講師プロフィール ～
栗山 順子（くりやま よりこ）氏
元いなべ市立笠間保育園園長。
いなべ市健康こども部保育課 在勤。     いなべ市内の子育て支援センターのサポートなどで市内を
奔走中。子育て中のお父さん、お母さんの心強い味方。　
月２回、いなべエフエム「おうち子育てを応援！」というラジオ番組を担当し、子育てに関する
さまざまな情報を紹介。子育てに悩む人たちの相談も受け、サポート、応援をしている。


